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「
日
銀
ネ
ッ
ト
で
利
用
す
る 

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
電
文
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
改
訂
」の
実
施

（
十
一
月
）

▼
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
は
金
融
サ
ー

ビ
ス
分
野
に
お
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
国
際
規
格
で
あ
り
、従
来
の
電
文

と
比
較
し
て
、よ
り
大
量
の
デ
ー
タ

入
力
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、デ
ー
タ

の
構
造
化
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、シ

ス
テ
ム
処
理
の
効
率
性
が
向
上
す

る
こ
と
が
特
長
で
す
。
日
本
銀
行
金

融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
日
銀

ネ
ッ
ト
）で
は
二
〇
一
五
年
の
全
面

的
な
シ
ス
テ
ム
刷
新
時
に
、外
国
為

替
円
決
済
お
よ
び
海
外
預
り
金
関
係

の
当
座
勘
定
取
引
に
お
い
て
Ⅰ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
電
文
バ
ー
ジ
ョ
ン
３
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

▼
そ
の
後
、
国
際
銀
行
間
通
信
協

会（S
w

ift

）で
は
、
二
〇
二
三
年
三

月
か
ら
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
電
文

バ
ー
ジ
ョ
ン
８
の
利
用
を
開
始
し
、

二
〇
二
五
年
十
一
月
ま
で
は
旧
電
文

と
バ
ー
ジ
ョ
ン
８
が
併
存
す
る
期
間

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間
中
、各

国
は
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
の
導
入
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
相

互
運
用
性
の
確
保
な
ど
の
観
点
か

ら
、日
銀
ネ
ッ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
８

へ
の
改
訂
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
や
開
発
に
取
り
組
み
、二
〇
二
五

年
十
一
月
二
十
五
日
に
改
訂
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、本
邦
金
融
セ
ク

タ
ー
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
８
へ
円
滑
に
移

行
で
き
る
よ
う
に
、金
融
機
関
や
Ⅰ

Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
の
幅
広
い
関
係
者

と
の
丁
寧
な
対
話
を
重
ね
る
と
と

も
に
、取
り
組
み
状
況
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
通
じ
て
必
要
な
支
援
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、Ⅰ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
電
文
の
利
活
用
に
向
け

た
国
際
的
な
会
合
に
お
け
る
議
論
や

意
思
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
も
積
極
的
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

▼
本
邦
を
含
む
多
く
の
法
域
に
お
い

て
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
電
文
が
採
用

さ
れ
、そ
の
電
文
仕
様
が
調
和
さ
れ

る
も
と
で
、今
後
、国
際
送
金
に
お

け
る
送
金
コ
ス
ト
の
削
減
・
送
金
ス

ピ
ー
ド
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、

事
業
法
人
や
金
融
機
関
等
に
お
け
る

各
種
事
務
の
高
度
化
・
効
率
化
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
日
銀
ネ
ッ
ト
の
有
効
活
用
に
向
け

た
協
議
会
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会

（
第
八
回
）」を
開
催（
十
二
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、二
〇
二
五
年

十
二
月
十
五
日
に
標
記
会
合
を
開
催

し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、主
に
①
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
送
金
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
と
、②
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ（
注
）の
取

り
組
み
の
二
点
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▼
①
で
は
、
金
融
安
定
理
事
会（
Ｆ

Ｓ
Ｂ
）の
「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金

の
改
善
に
向
け
た
Ｇ
20
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
：
２
０
２
５
年
統
合
進
捗
報
告
書
」

か
ら
、ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
課

題
解
決
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の

取
り
組
み
の
状
況
が
説
明
さ
れ
た
ほ

か
、官
民
の
参
加
者
か
ら
、Ⅰ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
移
行
の
効
果
や
実
務
の

プ
ロ
セ
ス
の
変
化
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、特
に
、

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
課
題
の
一

つ
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
に
関
し
て
、本

邦
で
は
シ
ス
テ
ム
対
応
コ
ス
ト
や
顧

客
ニ
ー
ズ
な
ど
の
論
点
が
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、そ
の
上
で
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
達
成
に
向
け
て
、引
き
続
き
官
民

の
意
見
交
換
が
必
要
と
い
っ
た
提
言

が
あ
が
り
ま
し
た
。

▼
②
で
は
、Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
に
関

す
る
金
融
活
動
作
業
部
会（
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
）を
は
じ
め
と
し
た
マ
ネ
ロ
ン
に

関
す
る
国
際
的
な
議
論
の
動
向
や
、

国
内
の
金
融
犯
罪
対
策
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
と

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善
を
両

立
さ
せ
る
際
に
生
じ
る
課
題
や
、リ

ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
り
組

み
事
例
な
ど
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

▼
本
会
合
の
議
事
概
要
な
ど
は
、日

本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
注
）
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
お
よ
び
テ
ロ
資

金
供
与
対
策
な
ど
を
指
す
。
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▼
日
本
橋
に
あ
る
日
本
銀
行
貨
幣
博

物
館
の
前
の
通
り
は
、二
〇
〇
五
年

に「
江
戸
桜
通
り
」と
命
名
さ
れ
ま
し

た
。
春
に
は
日
本
銀
行
本
店
本
館（
竣

工
：
一
八
九
六
年
、設
計
：
辰
野
金
吾
、

重
要
文
化
財
） 

を
背
景
に
美
し
い
桜

並
木
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
し
て
今
年
の
春
、本
館
は
竣
工

一
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
図

面
や
明
治
期
の
日
本
銀
行
の
錦
絵
お

よ
び
写
真
、そ
し
て
桜
と
共
に
描
か

れ
た
日
本
橋
に
あ
っ
た
金
融
機
関
の

建
物
の
錦
絵
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
入
館
料
】無
料

【
休�

館
日
】月
曜
日（
た
だ
し
祝
休
日

は
開
館
）、
年
末
年
始（
十
二
月

二
十
九
日
～
一
月
四
日
）

【
開
館
時
間
】午
前
九
時
三
十
分
～
午

後
四
時
三
十
分（
入
館
は
午
後
四
時

ま
で
）

※�

テ
ー
マ
展
開
催
期
間
中
の
開
館
時

間
に
つ
い
て

四
月
五
日（
日
）ま
で
は
、開
館
時

間
を
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
延
長

し
ま
す（
最
終
入
館
：
午
後
五
時
ま

で
）

金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館 

テ
ー
マ
展 

「
に
ち
ぎ
ん
本
館
誕
生
！ 

─
日
本
橋
・
江え

戸ど

桜ざ
く
ら

通
り
へ 

よ
う
こ
そ
─
二
〇
二
六
」 

開
催
中

五
月
二
十
四
日（
日
）ま
で

『日本銀行建築譜』より「一般矩
か な

計
ばかり

詳細図」 東京名所 日本銀行
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【
特�

別
開
館
日
】三
月
三
十
日（
月
）、

四
月
二
十
七
日（
月
）

※�

最
新
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所�

在
地
】東
京
都
中
央
区
日
本
橋 

本
石
町
一ｰ

三ｰ

一

【
お�

問
い
合
わ
せ
先
】 

金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館 

〇
三ｰ

三
二
七
七ｰ

三
〇
三
七

新
卒
採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
受
付
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、三
月
一
日
か
ら
新

卒
採
用（
総
合
職
、特
定
職
、一
般
職
）

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
受
付
を
開

始
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貨幣博物館前の桜

夕暮れの江戸桜通り

編 集 後 記

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支店金
融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送はお取
り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全文を
PDFファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますの
でご利用ください。（https://www.boj.or.jp/about/koho_nichigin/
index.htm）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映して
いるものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式
見解等については、日本銀行ホームページ（https://www.boj.or.jp）
をご覧ください。

［アンケート募集中］

「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケー
トよりお寄せください。日本銀行のホームペー
ジからインターネットでもアンケートにご回答
いただけます。

■ ミラノ・コルティナ五輪では、日本チームが冬季五輪史上

最多のメダルを獲得。りくりゅうペアらの活躍に感動しまし

た。今号の「インタビュー」では、フィギュアスケートで日本男

子初のオリンピックメダリストとなった高橋大輔さんにお話

を伺いました。ソフトな語り口ながら、大事な時期に大けが

を負っても「休める！ 運がいいな」と気持ちを切り替え、本番

では「五輪を全力で楽しんでやろう」と思えたとさらっと話さ

れるところに、極限状態の中で持てる力を発揮するメダリス

トの強さを感じました。

■ 「対談」では、劇団四季の吉田社長と小枝審議委員が

語り合いました。戦争で荒廃した子どもたちの心に演劇を通

じて豊かな心をと考え、浅利慶太氏がスタートしたファミリー

ミュージカル。スターを作らず、スタッフも含めて全ての劇団

員が心を一つに作品に向き合うからこそ、観客の心に響くの

だと思います。

■「地域の底力」では、佐渡市を取材しました。日本産トキ

が絶滅したニュースをご記憶の方も多いと思います。この20

年の自然との共生の取り組みにより、野生のトキが600羽ほ

どにまで回復したそうです。今号を通じて、生きることの喜び

や感動、素晴らしさを感じていただければ幸いです。

（村國）
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